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研究成果     ：本研究は、柱 1「NGO を通じた MSM の HIV 予防活動の研究」（分担：市川）、柱２「HIV

予防としての治療に関する研究」（分担：岡）、柱３「MSM における異なる遺伝子型 HBV による共感染に関す

る研究」（分担：溝上）、柱４「アジアにおける HIV 感染症の効果的なモニタリングに関する国際共同研究」（分

担：田沼）からなる。柱 1 から柱３までは、モンゴルにおける研究であり、柱１と柱２が HIV，柱３が B 型肝炎

の研究である。柱 4 は、韓国を含む多施設による急性 HIV 感染者のコホート研究である。 

モンゴルの HIV 研究に関しては、岡らの 2007 年の疫学研究から始まり（Int J STD & AIDS 2009）、HIV の

分子疫学(AIDS Res Hum Retrovirus 2011)、市川らの予防活動への橋渡しなど、モンゴル研究者や NGO と一緒

に地道な研究活動を行ってきている。柱１の市川による MSM の HIV に関する知識や性行動に関する調査から、

モンゴルの MSM は、HIV の知識は普及しているが性行動への結びつきが不十分であることがわかった。このた

め、次のステップとして知識を安全な性行動に結びつける活動を展開している。 

HIV 患者数の少ないモンゴルでは、WHO の推奨する CD4 に応じた治療開始より、CD4 にかかわらず全例治

療の方が、HIV 感染予防という観点から優れていると考えられ、2013 年より全例治療が開始された。HBV の分

子疫学に関しても溝上らにより、モンゴルにおける HBV の遺伝子型は D 型であることがわかっている（J 

Gastroenterol Hepatol 2008）。岡らの疫学研究から MSM における HBV の罹患率は 60％を上回るデータがあ

るが、HBV の共感染の有無を検討するには、非常に適した集団であるといえる。 

この様な背景から、柱2のHIVの新規感染者数のフォローと柱3のB型肝炎の共感染の有無を検討するために、

共通部分としてモンゴルの NGO と共同で指静脈認証システムを用いた MSM コホートを形成することができた。

このコホート形成の成功が、2013 年度の一番の成果といえる。このシステムを利用することにより、共同研究を

行っている 4 つのサイトでリアルタイムに登録状況や検査結果を確認することができる。また、H25 年 12 月に開

始したこのコホートには、3 月末までに 161 例の MSM が登録された。また、3 月からは、2 回以上繰り返し検査

を受ける MSM も増え始めており、柱 2 と柱 3 の研究成果を得るために順調に経過している。今までのところ（224

人中）、HIV および B 型肝炎の罹患率は共に 31 名で 13.8％であった。HIV に関しては、この間の新規感染者数

は 4 名であった。また、平成 26 年 6 月に、第一陣として延べ 264 名分の血液検体を日本に送ることができた。

平成 26 年度は、この検体を用いて、新規 HIV 感染者の状況や HBV の共感染の有無を確認していきたい。 

柱４の HIV 感染の病状進行速度が時代とともに早まっているかどうか、を検討するための EACH コホート研

究では、国内 4 施設と韓国ヨンセイ大学のデータ集計が終了し、病状の進行に関する解析ができた。結果として、

1995 年以降の新規感染者では、急性 HIV 感染の診断年によって病状進行速度に違いはなかったが、感染 1-2 年で

半数以上が CD4<350/L に低下しており、従来いわれているよりも CD４リンパ球数の低下速度は速いことが示

唆された。 
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Abstract      ：This study consists of 4 pillars; P1 [Prevention of HIV infection in MSM through 

NGO], P2 [HIV treatment as prevention], P3 [Superinfection of hepatitis B with different genotype 

of HBV in MSM], P4 [International collaboration for effective monitoring of HIV infection in Asia]. 

Studies of P1 through P3 are conducted in Mongolia, studies of P1 and P2 are aimed to HIV 

infection and P3 to hepatitis B. P4 is an international multicenter study with Korea of acute HIV 

infection. 

   As for the Mongolian HIV study, it started in 2007 with Mongolian researchers and NGOs as 

the epidemiological one, and then progressed to the molecular epidemiology, and the prevention 

study. Dr Ichikawa’s study disclosed that Mongolian MSM had knowledge of risk behaviors for 

HIV infection; however, it did not link to their actual sexual behaviors. Therefore, their study 

activity is aimed to link their knowledge and actual sexual behaviors in the next step. 

  The number of HIV infected patients is still small in Mongolia. In this situation, it is postulated 

that treat all strategy must be very effective to mitigate HIV expansion. Mongolian MOH decided 

to treat all HIV patients irrespective of their CD4 counts in 2013. Then, we can explore the 

effectiveness of treatment as prevention in MSM. As to hepatitis B, according to Dr Mizokami’s 

study, genotype of HBV in Mongolia is genotype D. The first epidemiological study documented 

high prevalence of HBV in MSM. Therefore, they seemed to be the adequate population to prove 

existence of superinfection of HBV with different genotypes.  

   To conduct studies of P2 and P3, we managed to develop MSM cohort using the deep finger vein 

authentication system collaborating with Mongolian NGOs. Establishment of this MSM cohort 

with this system is the prominent result of this study in 2013. Using this system, we can observe 

all data at any time at any sites. A total of 161 MSM had been registered since Dec 2013 by the end 

of March 2014. Among them, some participants came repeatedly since March 2014. It can be said 

that this study made a good start. Incidences of HIV and HBV were both 13.8%, respectively, so 

far. Serum samples obtained from 264 participants were sent to Japan in June 2014. We will 

examine molecular analyses for HIV and HBV by using these samples this yaer. 

   EACH cohort completed data analysis obtained from 4 Japanese sites and Yonsei University, 

Korea. Rates of disease progression stratified by the year of infection did not change. However, in 

more than half of patients, CD4 counts decreased to less than 350/L within 2 years, indicating 

disease progression seems faster than that of previously thought.  
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（25指6）アジアにおけるＨＩＶとＭＳＭコホート形成に関する研究：2013の主な成果
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図1 モンゴルにおけるNGOを通じたMSMのHIV予防活動の
研究行動計画と2013年度の目標
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2013 目標：
啓発・検査・治療
の連携体制の構
築と試行

行動計画：
・MSM層へのアウトリーチ拡大のための方法の確立（①）
・予防啓発プログラムの実施と参加者の評価(②）
・HIV検査受検者対象の質問紙調査の検討と試行（③）
・HIV/HBV検査の実施体制構築と課題整理（③④）
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図２

HIV診断からの期間(週)

EACH CohortによるHIVの進行

1. 2013年の一番の成果は、モンゴルのMSMをサポートする柱１の活動から（図１）、現地
NGOとの良好な関係が得られ、柱2と柱3の中核となる、図2のMSM cohortを指静脈認証
システムを利用して構築することができたことにある。このシステムにより、4ヵ所の共同研
究サイトでリアルタイムに患者情報を共有することができる。

2. モンゴルNGOの精力的な協力により、12月2日に開始したcohortに2013年3月末までに
161名が登録された（図３）。NGOにおける迅速検査結果（柱2、柱３）では、HIV陽性率、HB
ｓAG陽性率共に１３．８％であった。また、HIV,HBVの詳しい検査のため、792検体（264名
分）の血液が、モンゴルMOH許可のもと日本に送られた。2014年度にウイルスの遺伝子解
析を実施予定。

3. 柱4のEACH Cohortでも、国内4施設と韓国ヨンセイ大学のデータがまとまり、東アジアにお
ける初感染からのHIV感染の病状の進行に関して解析ができた（図４）。この結果から、感
染年度による差はないものの、感染から2年でCD4<350に低下していることがわかった。

図１



課題番号（25指6） 柱２
分担課題名 HIV予防としての治療に関する関する研究

Research Question
MSMに対しても予防としての治療は有効か？

研究の背景
- モンゴルではHIVの感染率が低い （柱2分担 岡らデータ：Int J STD & AIDS 2009)
- しかし、MSMの間で急速にHIVが広がりつつある (柱2分担 岡らデータ：AIDS Res Hum Retrovirus2011)
- MSMは、NGOとの結びつきが強い （柱1分担 市川らデータ：論文投稿中）

- MSMは危険な性行為を続けている （柱1分担 市川らデータ：論文投稿中）

解決のための方法

モンゴルでHIV陽性者に対しCD4数にかかわらず全例治療を行う。

MSMコホートを立ち上げ、観察期間中の新規HIV感染者の増減を調べる。

期待される影響
もし、全例治療により新規感染者が減少すれば、予防としての治療がMSMに対しても有効であることがわかる。

分担研究者：NCGM ACCセンター長 岡 慎一

2013年度は、ウランバートルにMSMコホートを立ち上げMSMからの新規HIV感染者数を
検証きるシステムの構築を目指した。このMSMコホートは、柱３の研究にも有用。



柱２ 2013年度の主たる成果
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柱2、柱3共通の成果

• ウランバートルのＭＳＭをサポートするNGO（Together Center)に深部指静脈認証を利用した無記名登録システムによるMSMコホート
を構築した（図１）。このシステムにより共同研究サイト4ヵ所でリアルタイムに登録状況、検査データを確認できるようになった。

• 2013年は、システムの開発、プロトコールの作成、日本とモンゴルでの倫理審査を経て、2013年12月よりコホート登録を開始した。
• 登録開始から3月末までの4ヶ月で161名の登録が得られた（図２）。また、3月以降2回目の受検者も入り始めている。この報告書作

成の6月末現在で224名の登録、36名の2回受検者を得ている。また、6月に主として2013年度分検体として264名分血清をモンゴル
MOHの許可を得て日本に輸送した。

図1 図2

柱2の成果

• 2013年改訂のＷＨＯガイドラインでは、CD4リンパ球数が500/L以下で治療開始を推奨しており、CD4リンパ球数がそれ以上の場合
には、治療を待つこととしている。しかし、MSMに感染者がほぼ限られ未だ患者数の少ないモンゴルにおいて、「予防としての治療」
の効果の検証を行うため、HIV感染者の全例治療を推奨し、2013年に実現した。

• 図1のMSMコホート登録開始から31名のＨＩＶ陽性者が登録されたが、このうち新たにHIV感染のわかったMSMは4名であった。
• この4名のウイルスに関しては、今までと同じグループからの感染であるかどうか遺伝子配列にて確認予定である。



柱１ モンゴルにおけるNGOを通じたMSMのHIV予防活動の研究

【研究要旨】 モンゴルのHIV/AIDSは累計の67％をMSMが占め、近年の増加も著しい。また、HIV/HBV
の重複感染例も多く、啓発、検査、治療が連動した体制が望まれる。MSMへの偏見・差別はMSMを不可
視化した状況にし、予防啓発や早期検査・早期治療の普及は困難である。3年間の研究で、モンゴルの
当事者NGOと連携体制を構築し、日本の当事者NGOとの交流を通じて予防啓発や行動調査手法を導
入した。その一方で、より多くのMSMに届く啓発活動、予防意識の浸透やHIV/HBV検査の普及、治療
アクセスの向上を図る必要があった。本研究ではモンゴルのMSMにおけるHIV感染拡大を抑えることを
目標に、HIVに関わる当事者NGOや保健医療者（機関）との協働体制を継続し、1)当事者NGOがアプ
ローチするMSM層の拡大、2)ウランバートル以外の地域のMSMの状況把握、3)MSMに訴求する予防啓
発の実施と予防行動・受検行動の促進、4)啓発普及と連動した早期検査・早期治療体制、支援体制の
構築、5)受検者質問紙調査、MSM対象の行動調査による評価を行う（図1）。本年度は啓発・検査・治療
の連携体制の構築をめざし図2のことを実施した。

分担研究者：市川誠一（名古屋市立大学看護学部）
研究協力者：塩野徳史, 金子典代（名古屋市立大学看護学部）, Erdenetuya G,  Nyampurev
G.(Together Center NGO, Mongolia), Myagmardorj D.(Youth for Health Center NGO, Mongolia), 
Davaalkham J.(National Center for Communicable Disease AIDS/STI Surveillance and Research 
Department, Mongolia), Otgonbaatar Norjinjav(Human Rights Youth Support Center NGO, Mongolia)

図1 モンゴルにおけるNGOを通じたMSMのHIV予防活動の
研究行動計画と2013年度の目標
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・MSM層へのアウトリーチ拡大のための方法の確立（①）
・予防啓発プログラムの実施と参加者の評価(②）
・HIV検査受検者対象の質問紙調査の検討と試行（③）
・HIV/HBV検査の実施体制構築と課題整理（③④）

図2 初年度(2013)の研究実施内容

№ 活動 時期 備考

1
研究打ち合わせ
1）モンゴル研究グループの招へいと研究打ち合わせ

7月 3名

2）日本人研究者の者る訪問と研究打ち合わせ 11月 2名

3）アジア・太平洋エイズ国際会議
（ICAAP、バンコク）発表

11月18
-22日

2名

2
“We are living under the same sky”（LUSS)
1） “We are living under the same sky”資材印刷

7月

2)コンドームとローションのパッケージ制作 7月

3）“We are living under the same sky”（LUSS) の実施 7-2月 5回

3 “MSM-10年-” 会議 9月 1回

4 Miss Beauty 2013の実施 9月 1回

5 MSMフォーラム2013 10月 1回

6 Internet survey 2013 11月-3月

7 NGOセンターにおける啓発活動と検査の普及 通年

【研究成果の概要】

1.“We are living under the same sky”  (LUSS)
LUSSは、2013年7月13日ウランバートル市内(参
加者46名)、9月21日Tov州Aimag市内(同30名)、
10月26-27日のMSM Forum 2013ウランバートル
市郊外(同95名)、12月22日ウランバートル市内
(同約40名)、2014年2月22日ウランバートル市郊
外(同45名)と延べ216名の参加があった。HIV陽
性者の手記の紹介と共にモンゴル社会におけ
る差別や偏見に関する意見が交され、HIV陽性
になって4年目の参加者からは差別を日々目の
当たりにしていること、差別が陽性者を抑うつに
して免疫を低下させること、陽性者はHIV感染が
原因で死ぬのではなく孤独が死に追い込んで
いること、理解のある友人や家族の支援がとても
大切であることが伝えられている。またHIV陽性
者の家族が朗読に参加し家族の支援について
の意見交換など、HIV陽性者や家族のリアリティ
を共有し、陽性者もそうでない人も自身や相手
の身体を大切にすること、感染しても閉じこもら
ずサポートを求めることが話し合われた。

2. MSMを対象とした啓発活動と地方のMSM
の状況調査

1) MSM Forum 2013：本研究協力NGO4団体が
実施し、MSMや国内のHIV支援団体関係者な
ど95名が参加した。MSM対象のHIV予防啓発、
NGOの活動や成果、実施予定のインターネット
調査、HBV/HCV検査への協力を呼びかけた。



2)MSM 10 years：9月24日ウランバートル市内国連事務所での会議に約70名が参加した。10年間の活
動として、①セクシュアル・マイノリティに関するNGOの活動の貢献、②セクシュアル・マイノリティの人権
に関する現状、③国連等の国際機関との連携、④地方におけるセクシュアル・マイノリティ集団の現状と
ニーズ、⑤モンゴルにおけるセクシュアル・マイノリティ集団の現状とニーズについて意見が交わされた。
NGO活動の見直し、アプローチできていないMSM層の開拓、NGOの経済的自助努力、NGO活動の評
価システム、長期的支援活動計画、医療サービスを提供する医療者の確保が話し合われた。
3)Super Miss Beauty drag show(9月28日ウランバートル市内)：MSMを含むLGBT、HIV陽性者、HIVに
携わる医療従事者及び行政、国際組織のスタッフなどの関係者など400名以上が参加した。HIV予防や
セクシュアルヘルス等の資材や日本で制作したコンドームパッケージ配布と正しいコンドーム装着法を
伝える予防推進活動が行われた。またHBV検査やインターネット調査の協力の依頼を行った。
4)Dornogovi州のMSMにおけるHIV感染の状況把握及び予防に関する研修：中国との国境にある
Dornogovi州で3名、中国内モンゴル自治区Erlian市で1名に、HIV/AIDSについての情報、VCTへのア
クセス、HIV予防関連活動についてインタビューした。Dornogovi 州と中国内モンゴル自治区Erlian市を
行き来するMSMへのHIV予防に関する情報提供や支援をキーパーソンと連携する下地作りができた。
3.MSMを対象としたインターネット調査-2013の概要：性行動や受検行動、NGO啓発活動を評価するた
めインターネットを介したアンケートを実施した。調査期間は2013年11月1日から2014年3月1日、NGO
が啓発イベントや会合等で調査の主旨を説明し協力を求めた。日本側でサーバーを設け、アンケートを
モンゴル語で作成し、PCやスマホ、iPad等モバイルで回答できるようにした。質問項目は23問、社会属
性の他、性行動、HIV受検行動、HIVの身近感、モンゴルNGOによる啓発活動の認知等を尋ねた。アク
セス数536件、回答完了数306件（57.1％）、重複回答を除いた回答数233件の内MSM207件(88.9％）を
分析対象とした。LUSSとMSM-Forumに過去1年に参加した群(A群)、1年以上前に参加した群(B群)、
Miss Beauty-2013に参加した群(C群)、1年以上前に参加した群(D群)、どのプログラムも参加しなかった
群(E群)を比較した(表)。A群は生涯、過去1年のHIV検査受検経験、HIV陽性者の身近感、HIVに関す
る対話経験が高く、E群ではこれらの項目が極めて低いことが示された。インターネット調査によりNGO
がリーチできていないMSM層の状況を把握した。NGOのリーチが困難なMSM層へのアプローチについ
て検討を加えることが望まれる。日本のMSMを対象に開発された調査法はモンゴルでも有用であった。

プログラム（LUSS、MSM-forum、Miss Beauty)

合計

p value 

過去1年の
MSM-forum/
LUSS参加：A

1年以上前の
MSM-forum/
LUSS参加：B

過去1年に
MissBeauty
のみ参加：C

1年以上前に
MissBeauty
のみ参加：D

いずれも
参加なし：E

n 35 20 25 12 115 207
生涯のHIV検査受検 97.1% 80.0% 96.0% 83.3% 52.2% 69.6% 0.000 
HIV検査の結果を知っている 97.1% 100.0% 95.8% 100.0% 95.0% 96.5% 0.841 
過去1年のHIV検査受検 91.2% 68.8% 83.3% 70.0% 73.3% 78.5% 0.113 

過去1年の受検場所
Together Center NGO 67.7% 54.5% 35.0% 14.3% 15.9% 37.2% 0.000 

NCCD, Red Ribbon Clinic 32.3% 45.5% 35.0% 28.6% 27.3% 31.9% 0.828 
District Clinic 9.7% 0.0% 10.0% 0.0% 11.4% 8.8% 0.708 
Private Clinic 16.1% 0.0% 35.0% 14.3% 34.1% 24.8% 0.076 
Through work 3.2% 18.2% 10.0% 0.0% 4.5% 6.2% 0.360 

その他 3.2% 9.1% 15.0% 57.1% 25.0% 17.7% 0.007 
性的指向の家族への告知 45.7% 20.0% 20.0% 25.0% 13.9% 21.3% 0.003 
周囲のHIV陽性者の存在

いる 45.7% 15.0% 12.0% 8.3% 7.0% 15.0% 0.000 
そう思う 20.0% 20.0% 12.0% 25.0% 6.1% 11.6%

いないと思う 14.3% 5.0% 8.0% 8.3% 20.0% 15.5%
いないと思う 11.4% 35.0% 40.0% 33.3% 41.7% 35.3%

わからない 8.6% 25.0% 28.0% 25.0% 25.2% 22.7%
過去6か月間のHIV/AIDSの対話経験

友達とのHIV/AIDSの対話経験 82.9% 45.0% 40.0% 41.7% 33.9% 44.4% 0.000 
家族とのHIV/AIDSの対話経験 28.6% 10.0% 16.0% 8.3% 11.3% 14.5% 0.122 

"Together Center" NGOの認知 94.3% 100.0% 76.0% 75.0% 39.1% 60.9% 0.000 
過去1年の"Together Center" 訪問 90.9% 45.0% 31.6% 22.2% 17.8% 43.7% 0.000 

"Youth for Health" NGOの認知 94.3% 90.0% 72.0% 66.7% 35.7% 57.0% 0.000 
過去1年の"Youth for Health" 訪問 81.8% 44.4% 22.2% 12.5% 29.3% 44.1% 0.000 

“Human rights-youth-health 
support center" NGO認知

74.3% 55.0% 52.0% 58.3% 10.4% 33.3% 0.000 

"LGBT Centre" NGOの認知 82.9% 70.0% 68.0% 50.0% 40.0% 54.1% 0.000 

表 プログラム参加別の受検行動およびHIV関連の対話やNGOとの接触



課題番号（25指6） 柱３
分担課題名 ＭＳＭにおける異なる遺伝子型ＨＢＶによる共感染に関する研究

Research Question
Ｂ型肝炎は、遺伝子型が違えば2度感染しないか？

研究の背景
- モンゴルではＢ型肝炎の感染率が高い （柱2分担 岡らデータ：Int J STD & AIDS 2009)
- モンゴルのＢ型肝炎の遺伝子型はＤである (柱3分担 溝上らデータ：J Gastroenterol Hepatol 2008)
-アジアではＭＳＭに遺伝子型ＡのＢ型肝炎がはやっている
- ＭＳＭは危険な性行為を続けている （柱1分担 市川らデータ：論文投稿中）

解決のための方法

モンゴルでＭＳＭコホートを立ち上げ、観察期間中のＨＢＶの遺伝子型をフォローする。

期待される影響
もし、遺伝子型が異なる場合、再感染するのであれば、世界のワクチン行政に大きく影響

分担研究者：ＮＣＧＭ肝炎免疫センター長 溝上雅史

2013年度は、ウランバートルにＭＳＭコホートを立ち上げ経時的にＭＳＭから検体採取で
きるシステムの構築を目指した。このＭＳＭコホートは、柱2の研究にも有用。



柱３ 2013年度の主たる成果

MSM cohort 
at

Together Center (TC)
Youth for Health Center &

Human Right Health Support Center

Medical Support
at

NCCD

Patients

Research Support
at

肝炎免疫センター
NCGM

Study support
at

ACC, NCGM information

FVA system*

Mongolia

Japan
* 指静脈認証システム

224名

36名

3月末まで161名登録

柱2、柱3共通の成果

図1 図2

• ウランバートルのＭＳＭをサポートするNGO（Together Center)に深部指静脈認証を利用した無記名登録システムによるMSMコホート
を構築した（図１）。このシステムにより共同研究サイト4ヵ所でリアルタイムに登録状況、検査データを確認できるようになった。

• 2013年は、システムの開発、プロトコールの作成、日本とモンゴルでの倫理審査を経て、2013年12月よりコホート登録を開始した。
• 登録開始から3月末までの4ヶ月で161名の登録が得られた（図２）。また、3月以降2回目の受検者も入り始めている。この報告書作

成の6月末現在で224名の登録、36名の2回受検者を得ている。また、6月に主として2013年度分検体として264名分血清をモンゴル
MOHの許可を得て日本に輸送した。

柱3の成果

• 図1のMSMコホート登録開始から31名のHBVsAG陽性者が登録されたが、これは登録者の18.3％にあたる。
• 日本に輸送された血液検体を用い、HBcAb, HBV DNA検査と共にHBVのGenotype解析を行う予定である。
• MSM Cohort登録を継続し、HBVのSuperinfectionの有無を確認する。



課題番号（25指6） 柱４
分担課題名 アジアにおけるHIV感染症の効果的なモニタリングに関する国際共同研究

研究計画

データリソース 研究内容

急性期コホート（EACH Cohort）
国内4施設（ACC服務）
+韓国ヨンセイ大学
+シンガポールTan Tock Seng 病院

慢性期コホート（Hanoi Cohort） 抗HIV療法中の効果的なモニタリングに関する研究

急性HIV感染者の病状進行速度に関する研究

ベトナム国立熱帯病病院
+バクマイ病院

2013年度末までの進達状況

急性期コホート（EACH Cohort）：シンガポールを除く各施設で2013年度末までのデータ
収集が完了した。

慢性期コホート（Hanoi Cohort）：これまでに蓄積されていたデータベースについて、
合併症と服薬歴のデータクリーニングを実施・完了した。

2013年までに得られたデータで論文にまとめる予定である。
（留学に伴い 2014年度以降の研究活動はいったん中断する。）

ACC田沼順子

（ＨＩＶ感染の病状進行速度が
時代とともに早まっているかどうか?）

（限られた資源下で抗HIV療法のアウトカムを
効果的に評価する方法とは何か?)（治療者のみ）



研究結果

1. 急性期コホート（EACH Cohort）

2008‐2010
2011‐2013

1995‐2007

Cox proportional hazard model p=0.18

HIV診断からの期間(週)

図1 ART未使用でCD4>350を維持している者の割合

診断年

・感染1‐2年で半数以上が
CD4<350に低下していた。

・急性HIV感染の診断年によって、
病状進行速度に違いはなかった。
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図2 Hanoi Cohortにおける治療継続率2. 慢性期コホート（Hanoi Cohort）

N=1644
・ハノイのような限られた医療資源
が限られた環境下でも、6年目治療
継続率は93％と高く、治療後12ヶ月

時点でウイルスが検出感度未満に
抑制されている割合は83％と良好
であった。

観察開始時期からの期間(月)

72ヶ月時点の
治療継続率 93％

図1

図2

N=241



研究発表及び特許取得報告について

課題番号：　25指６

研究課題名： アジアにおけるＨＩＶとＭＳＭコホート形成に関する研究

主任研究者名：岡　慎一
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